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して、食の歴史という分野では、ローマ帝国以後の世界主要な特徴を次のよう 述べることができる。第一に、古代ローマのモデルが威信を持ち続け 第二に、食に関する新たな習慣は、まったく 化されなかっ 地域ある
いはそれほどローマ化されなかった地域の人々によって発展させられた。そして第三に、食習慣がより深く、より強くキリスト教化された。四世紀 始まる長いプロセスがローマの食を変質 せ、それ以降の食との差異の認識を難しくしている。　
こうした根底からの変質が、西ヨーロッパ世界を、ロー




















） 」 、 古代ローマでは定番だった魚醤の一種）






食の歴史に関しても非常に多様性に富んだ時代であり、一枚岩として見ることはできない。しかしながら以下の三つの特徴がこの時代を独特のもの しており、その研究についても前後の時代に関するものとは くぶん異 った状況を生んでいる。カロリング期はこ 時代に含まれており、さらなる問題を提起さえす ものな である　
第一に、利用可能な史料の数が多くはないという点を強






ければ、他のあまり確か な 史料を利用す 必要があるということを意味している。　
第二に、文字史料や図像史料が存在するにしても、それ




らはかなり問題のあるも であるという事実が強調されねばならない。むろん、 考古学は大いに進歩し続け いるし、われわれに数値を提供してく もするが 同一のデータ集合であっても多種多様に解釈することが可能な である。良い例は、アングロサクソン時代 ノーサンブリア王国のイェヴァリングで基礎部分が発見さ た七世紀の王宮にみることができる。遺構のある部分か 大量の雄牛の骨が発掘されたことから、 そこに建物があったことが判明し、「畜殺場」または「食肉処理場」と名付けられ
た（６）
。しかし





タが残っている。他の時代や初期中世の他の地域よりも多いとすら思えるかもしれない。しかし、それらの数値はどれほど信頼に足るものなのだろうか。それを使って何がどれくら 食されていたのかを立証することはできるのだろうか。ミシェル・ルーシュがこ テーマに先鞭をつけた二つの論文をみてみよう。ルーシュはカロリング期の食について数量的な分析を行おうとした 、実に多様な史料 引き合いに出してい
る（８）
。すなわち、規範史料（たとえば、メ
スの司教クロデガングやアニアーヌの修道院長ベネディクトによって書かれた、聖堂参事会員や修道士たち 日々の食事に関する規則） 、修道院長と修道士たちと あい での「食事（
m
ensae ） 」の割り当て（つまり、修道院の収入
を院長と修道士とのあいだで分配する規則） 、 「聖職禄 有する聖職者」 （贈与とし あるいは労働の対価として、 「聖職禄」 、すなわち年単位でまとまった量の食糧を受け取権利を有する人々）やそのほか修道院から何 かの利益を受けている人々の名簿、修道院 使用人たちに与えられた食糧の量に関 断片的な情報など ある。これら 史料の大部分は、サン＝ジェルマン＝デ＝プレやサン＝ドニ、コルビといった修道院に由来するものである。そう 数値を処理することで、ルーシュは、一人の人間が一年を送
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る上でどのような種類の食べものをどれほどの量、消費していたのかを再構成することを試み、そしてその結果を一日あたりに食べられた量と総カロリーに換算した。これらの計算から、彼は一日あ りの食糧はきわめて豊富にあり、 「非常に満ち足りていて、重たすぎるほどの食事」と言えるほどであっ と推論した。つまり量的には多すぎるほどだったが、食糧の質と種類は不十分だったという であ
る（９）
。彼が再構成した一日あたりの摂取量は六〇〇〇キロ

































に関する限りそれほど問題の るものではないとしても、真に説得力はない。オケの研究が依拠している史料 、実際あまりにも心許なさすぎて、食糧摂取量 確実な算出を可能にするであろう純粋な意味で 数学的な取り扱いに耐





史料は、穀物やビール、ワイン、あるいはそ ほかの物資の量に言及し いるが、それは修道院の財産目録に記録されたその年の総量の記録でしかない。一人あたりがどれほどの量を食べていたかを確定するためには、その量の食糧を何人の人間で分け合っ いたのかを知る必要が る。しかしあいにくと、関係する修道士や修道女たちの正確な人数はたいてい 場合把握できないし、ま てや食べ物を分かち合っていた修道士以外の人々がどれほどい かなどわからないのは言うまでもない。ルーシュ オケは おおよその切りのよい数値で結論 なる数字を再構成しなけ ばならず、統計的な計算が不確実 ものにな ったのである。さらにわれわれは、食をめぐ ほか 多くの側面をも考慮しなければならな 。食糧の一部は、食事 前あるいは後に貧者に与えら た。祝宴と節食とが交互に行われた。ただ一人の人間にのみ関係 る史料 さえ、さまざまな困難をはらんでいる。たとえば ザンクト・ガレン修道院のある文書は、八三〇年に、一人の女性（聖職禄受給者）に対して与えられた穀物やスペルト小麦、豚の分
量について言及しているが、それは彼女個人が一年を通じて食べた総量を示すとは限らない。彼女には家族がいたかもしれないし、養わねばならない使用人さえいたかもしれない。彼女は自分の所有 る土地で食物を作っていた農場主であったかもしれないし、ある はどこかよそでより多くの食べ物を得るために働いていた貧しい女性だったかもしれない。さらにもちろん 食べ物の貯蔵に関する問題もある。ハツカネズミやドブネズミ、ゾウムシ、湿気 カビなどはいずれも、一年のある時期に貯蔵庫 中にあったと記録されている食糧のうち実際に摂取される量を減少させたかもしれな 。最後に、食糧不足そ 自体 評価することは非常に難しい ルーシュは、 食糧 「重たいものがたっぷりあった」 、それほど種類はなく、大部分は穀類 ワイン、肉だったと考え 。しかし 果物や野菜は果樹園や庭で採れ 。そのほとんどは修道院の敷地内で育てられたものだった ろう。こうした食物は 修道院の財産目録ではほとんど言及されることがな 。という も そうした目録は、土地保有農が自分の主人 修道院に対 て納める作物を記録したものだ らである。　
これら三つの但し書きが結果として示すのは、カロリン
グ期に実際何が食されてい のかを知 は非常に難しということである。カロリング期の文字史料から食べ物の
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のなかに含ま ることになった。 『明細帳範例』とは 王領地がどのように運営・監査されるべきかを規定する法文書である『御料地令（
C


















二つ《…》 、馬小屋が一つ、パン焼き釜が一つ、納屋が二つ、穀物倉庫が三つある 強靱な矢来によってしっかりと守られた中庭 王による下賜 ための露台がある石の門。 《…》リネン類としては、 ベッドカバーが一枚、ひとつある食卓テーブルを飾るためのクロス類、タオル一枚。用具類としては、銅の鉢が二つ 飲料用の鉢が二つ、銅製の大釜が二つ、鉄製の大釜が一つ、大きな平鍋が つ 《…》木製の用具はごくわずかである。貯蔵されているも としては 昨年のスペルト小麦九〇一籠（小麦粉にして四五〇ポンドに充分な量） 、大麦一〇〇モディウム。今年のスペルト小麦は一二〇籠あったが、そのうち六〇籠は種として播いたので、その残りが貯蔵されていた。小麦は一〇〇モディウムあったが 六〇モディウムは播種されたので、貯蔵はそ 残り。ライ麦は 八モディウムで、すべて播種された。大麦は一七〇〇モディウムで、一一〇〇モディウムが播種され、貯蔵はその残り。オーツ
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ビート、ユリ サザ ウッド、ヨモギギク、セー 、セイボリー、イヌハッカ ジュニパー、オニサルビア（sclareia ） 、 チコリ、 ホースミント、 カッコウチョロギ、
キンミズヒキ、 マロウ ウスベニタ アオイ、 キャベツ、チャービル、コリアンダー、リーキ マネギ エシロット、チャイブ、ニンニク。樹木としては、数種類のナシ、数種類のリンゴ、カリン モモ、クルミ プ













時は、このアスナピオの生産物は、家令（そ 地域における王の代理人であり 時に ユーデックス
  （
iudex ）と呼





所領では翌年分の種を確保する必要も生じた。こう たことを経て残った分が、最終的にそ 土地の市場で売られ、そこで家令とその従者たちは、台所だったとされる発掘現場で見つかった金属用具のような、 所領で必要とされているが生産されて いない物品 買う とができた。
　
しかし、そこで生産されたり、その地所の製粉機やブド
ウ圧搾機、 ビール醸造所で別のものへと作り替えられたり、あるいは取引によってそこへ取り寄せられたさまざまな品物は大部分、王やその代理人たちが巡行中にアスナピオに滞在している時に、彼らの食事をまかなうためのものだった。きわめて重要なのは、そうした重要人物たちはその序列と身分に応じてもてなされなければならなかっ ということである。建物という項目のなかに、余興のために使われる回廊はもちろん、 「石造り 王の大邸宅」が含まれていたのはまさにそのた なのである。人々はその土地 寝泊まりをしたので、寝具関連の物品が挙げ れ いる。そしてもちろん多くの家具や布製品が確認されるが、 れらは食事を権威あ イベントにし、 成功へと導いたであろう。すなわち、テーブルクロスやベンチクロス、ナプキン どである。王権がたいてい巡行しながら支配を行っていた時代には、王やその家臣は簡素なやり方ではなく、その地位に最大限の敬意が払われてもてなしを受けなければならかった。そのため、彼らはその地域の支配層と会い、交流を持つことになったのである。　
最も重要な食料だったと思われるのは穀類である。引用
した史料では、一般に質がより良く、パン作りにより適た冬作の穀物（小麦、ライ麦、スペルト小麦）と、質
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ラの財産目録もまた、一連の果樹や野菜 庭園のハーブを誇示している。他 史料 はそうしたものが言及されることは珍しい。樹木のほとんどは、今日の北フランスやベルギーにあたる地域の気候に順応してい サクランボやプ
ラムのように、いくつかはもともと地中海地域から北西ヨーロッパにもたらされたものであり、モモの木に関しては、このような北方で育てられていたことはより驚くべきことだが、それも決してあり得ないこ ではない。庭園では、明らかに医学的 理由 栽培さ ハーブもあったが、 料理の味付け用として育てられていたものもあった。ここで問題となるのは、このリストは、地所で見いだされた植物を実際どの程度正確に反映 いるのだろうかということである。国王巡察使たちはあらかじめ内容が決まっているリスト 用いたように思わ る。おそ く彼 そのリストの各項目に照合のチェックマークをつけ か 清書をしたようで、地所の実際 可能性についてはやや楽観天的に過ぎたようなのである。　
飲料については、さまざまな財産目録がエールについて
言及しているが、ワインについても言及がある。こ ことは、もしトレオラが本当に現在のリール近郊にあっ とすればブドウの作付けにはやや北に位置し過ぎている で、驚くべきことである。しかしワインこそ、カロリング期エリート層には欠かせないものであっ 。彼らはそ 情熱を先達の古代ローマ人から受け継いだの ある。ビールはおそらく、 奴隷や家令とその家族 日常的な消費のためや、諸々の非公式な食事の場のために主 生産されていた し
































それぞれの滞在地で、王とそ 廷 たちはそ 土地の権力
－  208  －－  209  －
史苑（第七九巻第二号）















皇帝の非常に近しい助言者 あること よくあったし、彼らは皇帝と食卓をともにした。カロリング朝の王たちは自らの食卓 壮麗さをラテン語の韻文として描かせ、人々





















風飲み物」 （バッカスは古代ギリシアのワインの神） となる。しかし古典古代の名前や語句の背後に 実際にシャルル
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assa coacti ） 」にも
おそらく同じことが言える。　
しかしこのオルレアン司教テオドゥルフ（と、おそらく
はその他のゲストのほ んど）は修道士ではなく、彼らが好んだのはテオドゥルフ 「スパイスをきかせた肉」と呼んでいるも である。もっともここで引用したゴドマンの英訳ではなく、ラ ン語原文に基づいてより厳密に言えばこれは「スパイスをきかせた食べ物（
pigm
en
tati cibi ） 」
のことで、これが肉 意味しているという根拠はない。スパイスは古代ローマの名高い食文化においては非常にポピュラーなものであったし カロリング期 おいてもまだ人気があった。そのうちのいくつかは遠方の国々（ほとんどは今日のインドやインドネシアにあたる地域）から、アラビア 商人や地中海の貿易港を経て輸入された。それにもかかわらず、カロリング期の調味料の使 方は古代ローマのものとはいくぶん異なっていたようである。何よりまず、オリーヴオイルはガ アの北部 も や食事に使われることはなかった。オリーヴオイルはまだ輸入され続






























つは、古代ローマの食文化にはなく、この頃になって追加された。そしてこれら四つのなかでは、ガランガルだけ現在の伝統的なフランス料理には存在せず、そのかわりにナツメグがその位置を占めている。 この点においてふたたび、フランク人たち 最初に生み出した食 統合体を自分ちの好みにしたがって変容させたのである。
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一九七五年四月、フランス第二の都市リヨン近郊のブロンに生まれた。フランスの俊英が集うパリの高等師範学校ウルム校でイタリア中世史 大家フランソワ・ムナン教授の、パリ第四大学で百年戦争 第一人者フィ ップ・コンタミーヌ教授の指導を受けた。その間、対岸 英国カ タベリのケント大学でフランス語 教員もつとめた。そ 後一年の兵役をつとめ、ロンド 歴 研究所での研究をは
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基づいている。以上に加え 、初 ブリテ の最重要史料の一つである『アルフレッド王伝』の最新の校注
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猟し、それらのデータを巧みに組み合わせ、北ヨーロッパという広いコンテクストのなかで結論を引き出す態度である。これは アメリカのマイケル・マコーミック（ハーヴァード） 、イギリスのクリ ・ウィッカム（オックスフォード） 、オーストリ のヴァルター・ポール（オーストリア学士院）らがまさにそうであるように、現在の初期中世研究者には広く求められる能力 もある。教授の試みは、以上の態度を踏まえた文化史にかかわ テ マから従来の国制史や社会経済史によって構築さ てきたアングロサクソン社会像を見直すことである。教授の知的系譜と人脈ら判断する限り、彼は、第一にミシェル・ド・ブアール、リュシア ・ミュッセ、ピエ ル・ボドワンといったカン大学初期中世ヨーロッパ史を継承し、第二にミシェル・モラ、ステファン・ルベック、ルシ・マ ボらの北方海域史へのアプローチを共有し、第三にブルノ・デュメジ 、シルヴィ・ジョワ、マガリ クメール スミ・シマハラら同世代とともに今後のフランスの初期中世史 先導する最先鋒といえるだろう。　
ゴーティエ教授は好奇心旺盛かつ大変気さくな性格であ
り、時間的余裕の許す限り、東京、京都、奈良の様々な歴史的場所を踏査巡検した。食の歴史家だけあって日本食にも大変な関心を示し、さ み、やきとり、しゃぶしゃぶ
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どり氏にお引き受けいただいた。複数の外国語に堪能 井上氏は、すでに評価の高い翻訳書など（アンドレアス・ベルナルト（井上周平・井上みどり ） 『金持ち 、なぜ高いところに住むのか
　
近代都市はエレベーターが作った』
柏書房、二〇一六）も刊行している。ここで感謝申し上げたい。
（本学文学部教授）
　　
